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「治験に係る利益相反に関する自己申告書」について
	この自己申告書は、「順天堂大学医学系研究利益相反マネジメント規程」に従って、教職員等の産学連携活動等の状況を本学が把握し、利益相反問題に適切に対応するための基礎資料として、治験題目毎に必ず提出していただくものです。提出された自己申告書に基づき、教職員等の学外から受ける利益等を、医学系研究利益相反マネジメント委員会が専門的な立場から分析し、社会的受容性の範囲内にあることを大学として確認し、安心して研究に打ち込める環境を醸成することを目的とした利益相反管理が行われます。そのため、日頃気にかかっていることを洩れなく記入していただくことが重要です。
なお、金銭的利益（株式等を含む）の申告限度額等については、自己申告書上に記載された基準に従ってください。また、教職員等が生計を一にする配偶者及び一親等の者（両親、子ども）の金銭的利益等も申告対象になります。
この自己申告書は、極秘資料とし、特別な理由がない限り関係者（部門長、医学系研究利益相反マネジメント委員長等）以外に公表することはありません。特別な理由がある場合においても、「学校法人順天堂情報倫理ガイドライン」に従い対処致します。また、この自己申告書は5年間保存の後、廃棄します。

	
	【自己申告書の主な記載上の注意点】
	

	
	１．利害関係が想定される企業・団体での活動（兼業による個人収入等）について
	

	
	・申告者が当該治験題目に係る関連企業等から報酬等を受領した又は受領予定の場合、或いは役員等に就任中又は就任予定がある場合に記入してください。
	

	
	２．産学連携活動等について(※研究組織等として受領している場合は研究責任者が申告)
	

	
	①　資金の受入れ（共同・受託・公的研究費、奨学・使途指定寄付金等）について
・申告者が当該治験題目に係る関連企業等から当該治験を実施するために研究資金（寄付金を含む）を受領する又は受領予定の場合に記入してください。
・申告者が当該治験題目を実施するために厚生労働科研費等の公的研究費を受領する又は受領予定の場合に記入してください。
	

	
	②　寄付講座、共同研究講座、産学協同研究講座（以下「寄付講座等」）について
・当該治験題目を実施するために寄付講座等から資金を拠出する又は拠出予定の場合に記入してください。
・申告者が所属する寄付講座等が、当該治験題目の実施にあたり関連がある場合は記入してください。
	

	
	③　物品の購入、無償提供、業務委託等について
・申告者が当該治験題目に係る関連企業等から当該治験題目を実施するために物品の購入、役務・物品・施設等の無償提供又は無償貸与を受ける若しくは受ける予定がある場合に記入してください（物品等を相当程度に安価で提供又は貸与を受ける場合も要記入）。
	

	
	・申告者が当該治験題目に係る関連企業等に業務委託する場合等は記入してください。
	

	
	３．エクイティについて
	

	
	・本申告日現在で保有している当該治験題目に係る関連企業の株式、新株予約権等を記入してください。
※　その他、気になる点がありましたらご記入ください。
	

	教職員等は、「医薬品の臨床試験の実施の基準に関する省令」を理解し各種e-learning等を受講したうえで自己申告書を作成し、治験審査委員会事務局へ提出してください。申告上、ご不明な点がありましたら、医学系研究利益相反マネジメント委員会事務局へお問い合わせください。
【　提出先　】治験審査委員会事務局
【　問合せ先　】医学系研究利益相反マネジメント委員会事務局
［担当部署］　臨床研究・治験センター
［電　　話］　03-3814-5672, 03-5802-1584（直通）／　5859（内線）
［メ ー ル］　coi@juntendo.ac.jp


